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資料編 

 

訪日教育旅行 国・地域別受入実績（平成 25 年度） 

 

  

高校 中学校 小学校 合計 

受入 

団体数 

受入 

者数 

受入 

団体数 

受入

者数 

受入 

団体数 

受入

者数 

受入 

団体数 

受入 

者数 

台湾 310 11,382 30 1,047 22 516 362 12,945 

韓国 193 5,567 81 2,375 22 448 296 8,390 

米国 223 2,922 170 1,820 97 1,361 490 6,103 

オーストラリア 148 2,082 115 1,269 62 918 325 4,309 

中国 64 1,147 44 956 46 748 154 2,851 

シンガポール 29 414 34 472 16 346 79 1,232 

タイ 49 815 10 153 7 154 66 1,122 

ニュージーランド 40 495 33 381 15 205 88 1,081 

マレーシア 31 643 7 145 9 193 47 981 

カナダ 21 501 15 201 6 46 42 748 

その他 207 2,695 120 1,052 64 1,034 391 4,741 

合計 1315 28,663 659 9,871 366 5,969 2,340 44,503 

出典：文部科学省 

 

 

受入校の総額費用（平成 25 年度） 

 

※本調査は抽出調査であり、抽出した全国の国立・公立・私立等の高等学校・

中学校 5,490 校のうち、回答のあった 129 件を集計したもの 

 

出典：公益財団法人日本修学旅行協会 

1万円以内, 

18.6%

3万円以内, 

22.5%

5万円以内, 

11.6%

10万円以内, 

18.6%

20万円以内, 

13.2%

30万円以内, 

4.7%

30万円以上, 

10.9%



ii 

 

 

受入校の費用負担箇所（平成 25 年度） 

※本調査は抽出調査であり、抽出した全国の国立・公立・私立等の高等学校・

中学校 5,490 校のうち、回答のあった 129 件を集計したもの 

 

出典：公益財団法人日本修学旅行協会 

 

 

 

学校交流のための予算の事例 

 

 

長野県観光部から負担金として「長野県国際観光推進協議会」へ拠出。 

 

予算額 年間１８０万円  

・学校交流に係る受入校の教材費用（１校約５千円程度）を助成 

・記念品代（受入校から相手校への記念品の提供） 

（例）長野県各地の工芸品（水引、オルゴール、手毬、漆器皿、土雛等） 

・外部通訳を依頼する際の通訳代（１回約５千円と交通費実費） 

・昼食交流がある場合の受入れ校職員の昼食代の補助、及び生徒の飲み物代の

補助 

 

(情報提供：長野県) 

 

 

 

 

 

 

 

学校予算のみ, 

46.4%

学校予算＋

PTA・後援会

など学校関係, 

3.9%

学校予算以外

のPTA・後援

会などの学校

関係, 26.8%

学校＋外部, 

7.2%

自治体・観光

協会など学校

以外, 15.7%
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訪日教育旅行の行程の事例 

 

 

１日目 中部国際空港→トヨタテクノミュージアム 

２日目 妻籠宿→諏訪湖→農村体験 

３日目 学校交流→松本城→大王わさび農場 

４日目 軽井沢→鬼押出し園→東京都内 

５日目 東京ディズニーランド→東京都内観光 

６日目 東京都内観光→成田国際空港 

   資料提供：長野県 

 

 

 

学校交流の内容の事例 

〇小学校 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



iv 

 

〇中学校 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高等学校 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：長野県 

 

 

 

内　　　　容 　時　間 　活　　　動　　　等 備　　　　考

Ⅰ　お迎え 9:35 校長・教頭・担当教諭

Ⅱ　歓迎セレモニー 9:45 　（会場：　体育館、＊　　）　　 進行：教頭

　・起立、拍手、手旗

（１）始めのことば

（２）歓迎の挨拶 校　長
（３）訪日旅行団代表挨拶
（４）生徒代表歓迎のことば 生徒代表
（5)訪日旅行団生徒代表挨拶
（6）記念品の交換
（7）アトラクション
　　①　訪日旅行団

　　②　日本の学校

　　　・吹奏楽部演奏〈7分〉

10:30 セレモニー終了

Ⅲ　授業交流 10:45 　（会場：　　各教室　他）

　　①　1年1組　　　体育館
　　　　
　　②　1年2組　　　第2集会室

　　③　1年3組　　　第1集会室
　　　

　　④　1年4組　　　　音楽室
11:20

Ⅳ　お見送り 11:30 ・玄関にて集合 校長・教頭・主任
・見送り用の横断幕 1年生代表16名

　・１年生代表（正副ルーム長16名）玄
関に前集合
　・歓迎の横断幕を持つ
　・体育館へ案内

各クラスの企画で交
流
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学校交流の申請書 英語版（長野県提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Date: Means:
□( ）

□Girl's School

Name
TEL FAX

～

Hours:

Students 0 Faculty 0 0 Others 0 Total 0 people

TEL FAX

：

TEL FAX

Name
TEL FAX

Year of Foundation

In Your Language

In English

Remarks

Nagano Study Tour Application Form

Date & Means of Application

Country/Region □　Taiwan □Hong Kong □Korea□Singapore

□TEL □FAX
Today's Date

E-mail
Contact Info for
Teacher in Charge

Teacher in Charge Positon(Subject)

E-mail

A
g
e
n
t Attendant, etc

(The following to be filled out by the travel agent and Nagano Prefecture)
Itinerary

URL

IN-OUT　Main Itinerary, Programs, etc. (List accommodations for the previous night and the last day if necessary)

S

c

h

o

o

l

 

f

o

r

 

E

x

c

h

a

n

g

e

E-mail

Address
Principal

Name of School (Scheduled)

School Representative

Contact Info

Contact Info

        /    /
        /    /
        /    /
        /    /

Month/Date/Day

        /    /
        /    /

Preferred Exchange Date

Number of Faculty

□Lunch Time～PM□ AM～Lunch Time～PM

E-mail

O
v
e
r
v
i
e
w
 
o
f
 
S
t
u
d
y
 
T
o
u
r
 
&
 
S
c
h
o
o
l

Address
Principal

School Policy

Name of School

□E-mail

□Middle to High School □Elementary to High School□　High School □　Middle School

□　Public □　Private

□　China

Remarks

Attendant

□ AM～Lunch Time

Date:
Preferred Exchange Date

Name of Agent
Contact Person

Period of Tour

Number of Participants (Planned)

Contact Info

Requests for School
Exchange (Kind of

school, content of
program, etc.)

Classification of School □　Elementary School □Elementary to Middle School

□Co-ed □Boy's School

URL

Contact Person Position

Number of Students

Course □Other（    　　　）□General Education □Commerce □Engineering
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学校交流の申請書 中国語繁体字版（長野県提供） 

 

  
西曆 年 月 日

□ 高校 □ 中学

西曆 年

□ 工科

姓名

傳真號碼

西曆 月 日 ～ 月 天 夜

西曆 年 月 日

時間 □上午(不含午餐)

學生 教師 導遊

專業科目 □男女同校  □ 男子校   □女子校

姓名

姓名

月 / 日 星期

/

/

/

/

/

/

        行 程 表           飛機場的名稱、主要的地點、交流日的前一天與當天的飯店的名稱等

傳真號碼

E-mail

領 隊 人 ( 導 遊 ) 手機號碼

旅
行
社

旅 行 社 名 招 標 情形
尚未實施招標→預定日期:西曆            年       月        日(上旬‧中旬‧下旬)

已經實施旅行社招標並決定廠商→旅行社名稱

負 責 人 ( 旅 行 社 )

聯 絡 方 式
電話號碼

交 流 內 容

其它希望、 注
意 事 項 等

預 定 參 加 人 數

交 流 校 類 型

合 辦 學 校 ※
  ※為兩所或兩所學校以上聯合舉辦時、請填寫。

旅 行 日 期 ‧ 幾 天 几 夜

交 流 日
□ 上午(含午餐) □ 上午-午餐-下午 □ 下午(不含午餐) □ 下午(含午餐)

聯 絡 人 ( 老 師 )

擔任職務

電話號碼

E-mail

學 生 人 數 （ 總 數 )

教 師 人 數 （ 總 數 )

網 站

創 立

專 業 科 目 □ 普通科 □ 商科 □ 農科 □ 其它(              )

地 址

校 長 姓 名

教 育 理 念

□ 小中高一貫制

□男女同校 □男子校 □女子校

學     校     名     稱
※請填寫正式名稱、勿

省略。 英文名稱

長野縣交流學校委託書(申請書)

關
於
貴
校
教
育
旅
行
　
及
　
貴
校
概
要

申 請 日 期

學 校 類 型

□　公立學校 □　私立學校

□ 小中一貫制 □ 中高一貫制
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  ※ 貴校在日本的交流學校已經選定，特此通知。今後、請 社團法人 長野縣觀光協會聯絡(因為學校方面不會中文)及早和對方接洽

西曆 年 月 日

電話號碼

姓名

電話號碼

其它希望、 注
意 事 項 等

聯 絡 人 ( 老 師 )

擔任職務

傳真號碼

E-mail

地 址

URL

學 校 代 表
聯 絡 方 式

傳真號碼

E-mail

，到交流當天務必保持聯絡。此外，交流學校決定之後請勿任意取消，因會造成日方學校莫大的困擾，請貴校諒解。

下面是長野縣學校填寫、請勿填寫。

学
校
交
流
（

長
野
県
側
）

不
用
填

交 流 日

交 流 校

校 長 姓 名
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学校交流の申請書 中国語簡体字版（長野県提供） 

  
西历 年 月 日

西历 年

西历

第1所 第2所

旅行团
人数
总计

一年级 名 二年级 名 三年级 名 教师 名 导游 名

月 / 日 星期

/

/

/

/

/

/

/

/

姓名

E-mail

※1交流學校決定之後請勿任意取消，因會造成日方學校莫大的困擾，本單位亦恕不受理。

※2 参加人数(确定)与申请书填写(预计)人数突然增加,请一定通知我方,因此突然增加多人数会造成日方学校莫大
的困扰,恐怕要重新找新的交流校,请贵方谅解。

旅
行
社

旅 行 社 名

承 办 人 ( 旅 行 社 )

联 络 方 式 电话号码

交 流 內 容

注 意 点

    行程表   (飞机场的名称、主要的地点、交流日的前一天与当天的饭店的名称等)

第2所   时间      :    至     :

□ 不含午餐  □ 含午餐
□不限制  □公立高级中学  □私立高级中学  □公立或私立高级职业学校 □专门学校 □大学

专业科目  □男女同校     □ 男子校      □女子校

※如交流校在长野县内找不到,第2间学校交流可能会在其它县市举办，请贵方谅解。

第1所   时间      :    至     :

□ 不含午餐    □ 含午餐
□不限制  □公立高级中学  □私立高级中学  □公立或私立高级职业学校 □专门学校 □大学

专业科目  □男女同校     □ 男子校      □女子校

预 定 参 加 人 数 名 学生

学 生 沟 通 语 言 日文（□全体学生 □一部分学生　□否）/ 英文（□全体学生　□一部分学生　□否）

交 流 校

希望與几所學校做交流 □  1所 □   2所※

交 流 日
希望與几所學校做交流 □  1所 □   2所※

时间 时间

合 办 学 校 ※
  ※为两所或两所学校以上合作举办时、请填写。

旅 行 日 期 ‧ 几 天 几 夜        年    月   日    至     月     日 

承 办 人 ( 老 師 )
担任职务 姓名
电话号码 传真号码
E-mail

    □ 其他(                )

学 生 人 数 （ 总 数 )
教 师 人 数 （ 总 数 )
网 站

校 長 姓 名

创 立

专 业 科 目 □ 普通科 □ 商科 □ 工科 □ 农科

学   校  名   称
※請填寫正式名稱、

勿省略。 英文名称

地 址

□国中 □ 小学 □ 小学国中一貫制 □小国中高中一贯制

□男女同校 □男子校 □女子校

长野县交流学校委托书(申请书)

關
 
於
 
貴
 
校
 
教
 
育
 
旅
 
行
　
及
　
貴
 
校
 
概
 
要

申 请 日 期

学 校 类 型
□公立 □私立

□ 大学 □ 高中
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学校交流の申請書 日本語版（長野県提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 日

□　小学 □小中一貫制
□共学 □男子校 □女子校

西暦 年
□工業科　□農業科

氏名
TEL FAX

月 日 ～ 月 日 泊 日

年 月 日（ ）
時間

生徒 教師 添乗 合計 0 人

TEL FAX

携帯

月 / 月 曜
/
/
/
/
/
/

0 年 0 月 0 日（ 0 ） 0 ：

TEL FAX

氏名
TEL FAX担 当 教 諭

連 絡 先 E-mail

備 考 (Remarks)

学 校 代 表
連 絡 先 E-mail

担 当 教 諭 名 所属(教科)等

校 長 名
所 在 地 (Address)

URL

　貴校の長野県側の交流先次第、決定したことをお知らせ致します。
交流当日まで長野県の海外修学旅行担当への連絡を(学校側中国語不可のため）、お願いします。
なお、交流校決定後のキャンセルは日本側へ多大な迷惑がかかりますので、固くお断り致します。

学
校
交
流
（

長
野
県
側
）

交 流 希 望 日
受 入 校 （ 予 定 ）

IN-OUT　主な行程、プログラム等（特に前日・当日泊情報は必須）

添 乗 員 等

全体旅程（Itinerary)

手
配
旅
行
社

旅 行 社 名 (Travel
担 当 者 (Contact)

連 絡 先
E-mail

学校交流等に関す
る 希 望
（ 学 校 の 特 徴 、
交 流 プ ロ グ ラ ム

備 考 (Remarks)

旅 行 期 間

交 流 希 望 日
□ AMのみ　□AM-昼食まで　□ AM-昼食-PM　□ PMのみ　□ 昼食-PM

参 加 予 定 人 数 その他

担 当 教 諭 名 所属(教科)等

担 当 教 諭
連 絡 先 E-mail

生 徒 数
職 員 数

URL

設 立 年
学 科 □普通科 □商業科 □その他（　　　）

所 在 地 (Address)
校 長 名
教 育 方 針

□　中学 □中高一貫制 □小中高一貫制

学 校 名 (School
Name)

ヨミ

本国表記

英表記

長野県訪日教育旅行受入情報確認書　（申請書）

訪
日
旅
行
　
及
び
　
訪
日
学
校
概
要

申 込 日

学 校 区 分
□　公立 □　私立
□　高校
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各国・地域における訪日教育旅行の概況 

  

台 湾 

台湾では、高校の訪日教育旅行が主流となっており、種別・学力・特徴

等において共通性が高い学校との交流を求める傾向が強い。高校による教

育旅行が主流で、台湾国際教育旅行連盟によると、2014 年は 237 校の高校

から 9,692 人が訪日教育旅行で日本を訪れた。また、日本の名門大学視察

を希望する学校もある。教育旅行先としての日本は人気が非常に高く、教

育旅行全体に占める日本の割合は約９割となっている。学校交流について

はマッチングがうまくいかないという声が多いが、台湾側が実施の３カ月

前など比較的間近になってから交流申込をしてくる傾向にあることもその

要因にあるようである。 

 

韓 国 

韓国では小学校、中学校、高等学校が独自に教育旅行の催行を決定する

が、複数の学校にまたがって募集し団体を構成する場合もある。最近の傾

向として、特定の時期に学校全体で実施するのではなく、クラス別など小

規模単位で分かれて実施する形態も出てきている。内容としては姉妹校訪

問、日本生活体験や、朝鮮通信史など韓国にゆかりのあるものの体験学習

などが好まれる。 

一方で韓国では平成２６年４月に発生した船舶事故において多くの教育

旅行中の高校生が犠牲となったことから、しばらく教育旅行の実施が自粛

された。その後、政府が教育旅行に関する一定の安全指針を示し、安全指

導員等の義務化等、新たな安全措置の施行が開始された。同年８月には韓

国青少年連盟が「先進安全教育研修」として訪日研修旅行を実施し、教育

関係者等約 90 名が広島県教育センターや下関市の消防防災学習館等を訪

れ、日本の安全対策を学習した。 

 

米 国 

米国では、主に日本語教育の一環として日本の社会、文化、歴史を学

び、日本人と交流することを目的に教育旅行を行う。日本語学習者が 15 万

人超おり（世界第 6位（2012 年度国際交流基金海外日本語教育機関調

査））、大学の日本語学習者を対象とした教育旅行も多く実施されている。

教育旅行へは希望者のみが参加する。また旅行会社を通さず、教師自身が

教育旅行を手配するケースが多い。 

 

オーストラリア 

オーストラリアでは、日本語学習者が約 28 万人おり（世界第 4位（2012

年度国際交流基金海外日本語教育機関調査））、スクールホリデーの期間に

日本語教師が引率する日本語クラス単位の教育旅行が催行されている。内

容は一般的な観光に加えて文化体験やスポーツを通じた交流プログラムを
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取り入れるスタイルで、ホームステイまたは民泊などのプログラムへの要

望も高い。現地でのアンケート調査（JNTO「平成 26 年度豪州における訪日

旅行促進事業 教育旅行セミナー」）によると「興味のあるプログラム」と

して「学校交流（76.9%）」、「ホームステイ（74.4%）」、「ポップカルチャ

ー・アニメ（71.8%）」、「日本語会話（69.2%）」、「伝統的な儀式（64.1%）」

が挙げられている。 

 

中 国 

中国人は伝統的に教育熱心であり、また一人っ子政策のため、一人しか

いない子供への投資を惜しまない傾向があることから、教育旅行へ参加さ

せる家庭が増えている。内容は一般的な観光に加えて環境技術等の学習プ

ログラムや学校交流を希望しているが、１カ月前など直前の申込が多く見

受けられるため、日本側の受入れ先学校を見つけにくいという問題があ

る。なお訪日教育旅行の実施については、日中関係に大きく影響を受ける

傾向にあり、日中関係が悪化した場合には、訪日教育旅行の実施が敬遠さ

れることがあることに留意しなければならない。 

 

シンガポール 

シンガポールでは小学校、中学校、高等学校の他、専門学校でも教育旅

行が行われる。シンガポールでは教育熱が高まっており、これを受けて訪

日教育旅行は増加傾向にあり、訪問国の独自文化・技術の体験や学校交流

は必須項目として要望される。現地でのアンケート調査（JNTO「平成 26 年

度シンガポールにおける教育旅行セミナー事業」）によると「訪日教育旅行

に求めるもの」として「学校交流（67.7%）」、「ホームステイ（53.2%）」、

「最新技術体験（32.3%%）」、「日本料理体験（27.4%）」、「文化施設訪問

（25.8%）」が挙げられている。なお、2015 年 6 月にマレーシアのキナバル

山で起きた地震で、シンガポールから修学旅行中だった小学生 6人が犠牲

になったこともあり、教育旅行における安全、安心の要素が重視される。 

 

マレーシア 

マレーシアでは、日本語学習者が 3 万人超おり（世界第 9 位（2012 年度

国際交流基金海外日本語教育機関調査））、公立の全寮制校のうち 85%の学校

で日本語のクラスがあることなどもあることから、旅行会社への訪日教育

旅行の問い合わせが増加している。公立学校の場合、成績優秀な学校に対

しては教育旅行にも使用可能な補助金を給付する制度がある。なお公立学

校はマレー系が多くムスリム対応を求められるが、私立学校では中華系が

多くホームステイへの希望が多いといった特徴も見られる。 

 

出典：JNTO（日本政府観光局） 
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訪日外国人旅行者数の推移（平成 15 年～平成 26 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JNTO（日本政府観光局） 

 

国・地域別訪日外国人旅行者数（平成 26 年） 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JNTO（日本政府観光局） 
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都道府県別 外国人延べ宿泊者数（平成 26 年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

 

 

 

 

 

出典：観光庁 
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平成 26 年外国人延べ宿泊者数 4,482 万人泊 


